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寄 稿
ケージサイズの動向について
倉 林 譲
岡山大 ･医学部 ･附属動物実験施設
1.はじめに
実験動物の住処ともなる住空間の広さ､すなわち
ケージサイズを決定することは､実験動物自身にと
り非常に重大な問題となることは確かである｡ヒト
に置き換えれば自分の住居の広さを他人が決定し､
そこに住むことを強制されるのとほほ同じ意味合い
があるからである｡ それだけにケージの大きさを決
定することは慎重に行わなければならない｡実験動
物の住空間を野生動物の住むフィールドのように広
くするのが良いということに異論はないが､無制限
に広めることも施設の絶対スペースの制限から不可
能なことであるばかりでなく､また､野生動物のよ
うに広いフィールドに住むことが住環境として最適
であるか否かは生態観察研究を除いてその実験行為
が不可能であるため疑問が残る｡ 広いケージは良い
が､広すぎるケージは実験動物にとり逆に精神的に
落ち着かない環境となり得る｡それならばフィール
ドからどれほどの広さに縮小できるかという問題に
なる｡ 既に世界でこのケージアサイズを規定してい
るものにNIH/ILARのガイドライン (US,
1985),CCACガイドライン (CA,1993),ヨ
ーロッパ共同体ガイドライン (EC,1986)および
大英帝国ガイドライン (UK,1986)等が存在す
る｡ このケージサイズに関して科学的根拠のある裏
づけの実験研究を実施してこの決定を行った実例
は､世界各国に存在しないようである｡ ヒトから見
た実験動物の住み心地､ケージ洗浄等の作業操作
性､ケージの材料代 ･型代等の節減等の人間側から
見たヒト主動によるケージの大きさ決定がなされて
いるようである｡ これでは実験動物の主体性が無い
ばかりか､与えられたケージでしか住めない実験動
物に対し､良い実験成績を得るための基本原則が十
分でないことになる｡ただ､実験動物を飼育できれ
ば良いという時代は過去のことである｡ これからは
実験動物の真の "wellbeing"を検討する時期にき
ている｡ このようなことから､新潟大学の佐藤徳光
先生は､平成6-8年度文部省科学研究費補助金
(総合研究A) ｢実験動物の保管管理設備 ･器材等
の適正化｣というテーマにて､この実験動物のケー
ジサイズを､わが国独自の基準値になるよう研究組
織を作った｡本稿ではその研究成果について姓月の
一人である小生が紹介し､これから実験動物のケー
ジを新設される施設や更新される施設ならびに岡山
実験動物研究会の会員各位にお伝えする意味をも含
めて以下に御紹介することとする｡
2.ケージサイズ決定のための基本理念
実験動物は研究のため合目的に繁殖 ･育成された
ものである｡ しかしながら､動物としての摂餌 ･飲
水､排涯､休息 ･睡眠の基本行動は勿論のこと探索
行動や隠れ場所を求める習性等も考慮しなければな
らない｡
一方､実験動物の飼育管理をする人に対して業務
を行い易いように考慮する必要性があることや､ケ
ージ洗浄 ･滅菌等を行うこと等の条件をも考慮しな
ければならない｡また､実験に使用する場合､実験
動物のハンドリング､保定ならびに各種実験処置等
が行われるが､過大で複雑な形状のケージはこれら
の動物実験そのものを不可能にすることすらあり得
るのである｡ すなわち動物実験に支障が無く､実験
動物が快適に過ごせるケージサイズを探索すること
が本研究の使命である｡ したがって､このことは主
に実験動物の視点に立って次の基本要素を考慮しな
ければならない｡
1)容易な摂餌 ･飲水 :
給餌 ･給水方式には人手あるいは自動給餌 ･自
動給水システム等があり､いずれの方法でも実験
動物にとり摂餌や摂水が出来ているので特に大き
な問題はないが､時に自動給餌器の故障による給
餌停止や自動給水ノズルがグロメットに接触した
ため､ケージ内水漏れ事故等が発生することがあ
る｡ また､ケージが狭小のため､摂餌 ･摂水姿勢
が悪い動物を時々認めることがある｡ このような
ことから現在使用しているケージではまだ少しの
改善の余地を残しているものがある｡
2)容易な排便 ･排尿ならびにこれらによる汚染
が少ないこと:
マウス､ラット ハムスター､スナネズミ等で
通常使用されている床敷使用による対応でほぼ良
好であると思われる｡ モルモット ウサギ､イ
ヌ､ネコ､サル等の床はスノコ形式が主であり､
ブタ､ヒツジ等のケージの床は､スノコ形式ある
いはペン方式を採用しているところが多い｡これ
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らのうちペン方式については問題は少ないが､ス
ノコ形式の床ではその材質､形状､安住感､歩行
の安定性ならびに排壮物 (糞尿等)の落下等各種
の方面からの検討が必要になってくる｡ ケージの
大きさに関わる事柄として排壮物から自ら隔離し
得る床面積が必要になる｡
3)必要最低限の自由行動 ･探索行動の保証 :
フィールドのような自由行動は自ずと制約を受
けることになるが､ボディーサイズや行動特性を
考慮し､最低限度のゆとりを見込まなければなら
ない｡また､立ち上が り行動も探索行動の一つ
で､可能な限り発現させる必要性がある｡
4)安楽な休息 ･睡眠 :
実験動物の休息 ･睡眠姿勢には動物種により異
なるが､安楽姿勢 (リラックスポーズ)で休息
･睡眠が出来るよう配慮する必要性がある｡
5)健全な行動と発育の保証 :
上記 1)-4)の基本理念が充たされれば､実
験動物の行動と発育はほぼ正常に行われることが
期待される｡ 万一､長期飼育により正常な発育が
認められない場合や異常行動を認めたり健康状態
が優れない場合には､それらの原因を追及し環境
改善を計る必要がある｡
以上5原則を基本原則とし､実験動物種ごとにそ
の行動特性から､適切な生活空間 (ケージスペー
ス)を割り出した｡
3.佐藤試案 (4BS)について
新潟大学医学部の佐藤徳光氏は､このケージサイ
ズの決定を行うため､実験動物福祉の立場から実験
動物を擬人化して考えてみた｡ヒトがビジネスホテ
ルに2週間程度の期間缶づめになったことを想定す
ると､シングルルームはベッドスペースの約4倍の
広 さがあ り､睡眠 (ベ ッド)､緋鯉 (バスルー
ム)､摂食 (ルームサービス)ならびに最低限度の
運動ができる空間があればなんとか生活できる最低
スペースであるという ｢うったて｣を立案した｡マ
ウス､ラット モルモット等の集団飼育の場合､
ベッドスペースに何匹の動物が寄 り添えるかを考
え､そのサイズを匹数で割れば1匹当たりのスペー
スが割り出せるという考え方である｡ この考え方か
らすればイヌおよびウサギ等の個別ケージでは､4
分割スペースは狭小であることが分る｡ 無理なく横
臥できるベッドスペースを観察 ･測定し､それを4
倍にして新しいケージサイズを割 り出した｡
さらに佐藤氏は､科学的パラメーターを求めて晒
乳動物の生態学 ･行動学上の知見として､成体体重
(W)と生理 ･行動などに幾つかの相関が知られて
いる (本川達雄著,ゾウの時間ネズミの時間,中公
新書)0
a)体重当たりの標準代謝量-41W10･25
(ワット/kg)
b)棲息密度-55W~0 90 (匹/km2)
C)行動圏-0.154Wl･06 (km2)
これらの式に実験動物の体重を導入してみると､
マウスはイヌに比較し体重kg当たり4.25倍も代謝が
速いという借が得られた｡これは小型動物ほど単位
体重当たりの酸素消費量が多いと言う特徴を示すこ
とになる｡
また､体重9.5kgのイヌ1匹の行動範囲は､体重
29gのマウス 1匹の行動範囲の約476倍に相当す
る｡
また､アイソレーションケージなど密閉型の飼育
ケージでは､酸素消費量比は重要なファクターとな
る｡ 棲息密度は床面積分薄めてやる必要性があり､
行動範囲は床面積要求度分拡げてやらなければなら
ない｡
d)密閉型ケージ内棲息密度係数-棲息密度÷酸
素消費量比
e)密閉型ケージ内行動範囲係数-行動範囲×酸
素消費量比
ベッドサイズ 4倍方式で得 られたケージ内密度
は､自然環境下 (酸素消費量による補正なし)の相
対値に近いと言える｡ 一方､実験動物個体当たりの
ケージ床面積は､行動範囲 (酸素消費量比を補正し
た係数)に近似 しているようである｡
4.ケージサイズ基準化に対する佐藤班の研究
成果 :
各実験動物のケージサイズに関わる佐藤班の研究
成果 は ､動 物 実 験 の た め の ガ イ ドラ イ ン
(JALAS,1987年)およびその配明を行った (JALAS,
1991年)｡ カナダ ･ヨーロッパコミュニティーとウ
サギ､ネコ､イヌ､およびサル等については､より
国際的ならびにより科学的な基準を求めて討議をし
てきた｡それぞれの実験動物のケージサイズは以下
のTable1､-6､に示す通りである｡
5.あわりに
これからはこの基準に沿ってケージが作製される
こととなると思うが､ウサギのケージサイズが大き
くなったこと､ネコのケージ形式は二段方式を取り
入れた方がより良いこと､イヌのケージサイズは今
までのサイズからみれば､イヌのボディーサイズに
より各種のケージサイズが規定されており､特に大
型犬のケージサイズは従来の一般ケージサイズより
大きいので､一般ケージ形式よりむしろペン方式が
良いこと等が主に指摘された点であると思われる｡
このようなことからアメリカにおけるNIH基準
(1985)もほぼこの4BSに近いことから､これら
の基準を総合的に考慮 し､各施設に合ったケージサ
イズを選択し応用すべきであろうと考える｡
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Table1 EagefloBrSpaceCalcuJatedLIith4BSformula(cmZ/moIJSe)
●●■■◆●●■●●●●■●●■●●●●●■■■■●■●●■●●●◆●●■◆●●●●■●●■●●●■■●●･■■●■●一●●●●●●●●◆●■●●●●●●●■■■■●■
4BS US CA EC UK
Mouse (S-h)1'(G-h)2' (S-h)(Brd.)3' (S-h)(G-h) (S-h)(G-h)
?? ?? ?? ??? ?? ?
?‖ ?
? ??
??
? ? ????? ? ?
‥ ?? ? ?‥ ????
? ? ?
? ? ? ??
?
?? ?? ??
?
? ?
??????? ?? ‖ ? ? ?? ?? ?
? ???
?
? ?? ? ?
?
1)Singlyhousing,2)Grouphousing:inacaseof5mice/acage,
3)Breedingcage:afemale+litter
Table2 CagefloorspaceforFIat(cmZ/rat)
●●◆●●●●●●●●●●●●●●■●●■▲●●■■●■●●●◆■●●●●●●●●●●■●●●●●●■●■●●■ ■ ▼ ●●■●◆●●●●●■■●●●◆●t
Rat 4BS US CA E C UK
(B.W.) (S-h)n(G-h)2' (S-h)(Brd.)3) (S-h)(G-h) (S-h)(G-h)
?? ?? ? ? ? ? ? ?? ?????
?
? ? ?? ? ?? ?
??????? ???? ?? ?? ??? ? ? ? ? ? ?? ?
??
? ?? ? ? ? ? ??? ?? ???????? ?????? ? ? ?
? ? ??
? ? ??
? ? ? ? ?
? ? ?
? ? ??
1)Singlyhousing,2)Grouphousing:inacaseor3rats/acage,
3)Breedingcage,afemale+litter
Table3 CageflDOrSI)acefDrGuineaF-'lg(cmZ/guineapig)
GuineaPig 4BS US EC UK
(B.W) (S-h)1)(G-h)2) (S-h)(G-h) (S-h)(G-h)
?? ? ?? ?
?? ? ? ? ?
? ? ?
?
? ? ??? ? ?? ? ??
? ? ?
?
? ? ? ?? ?
???????? ?? ? ??? ?? ?
?
??
?
? ?? ?? ? ?
? ? ?
??
? ? ?? ? ?
?
? ? ?? ?
? ?
1)Singlyhousing,
2)Grouphousing:inacaseof3guineapigs/acage
Table4 CageIloorspaceforRabbit(cmZ/rabbit)
Rabbit 4BS US CA Ⅸ二 UK
(a) (b) (S-h)(G-h)
?????
?
??? ? ?? ? ???? ? ??? ?? ?? ?? ????? ? ???? ? ??? ? ???
? ?? ???? ?
?
2COO
400
4∝X)
5㈱
(a)4BSforlyingcompletelyprone,(b)4BSforthefrontportionof
thebdyfacingnormallyandtherearportionontheside.
(S-h):Singlyhousing,(G-h):GrouporLoosehousing,afemale+litter.
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TabIe5 C3gefloorspaceforCat(mZ/cat)
I++44++J+++4AIJ+4+e++++Lt+4tIf+JIAtJftIf4444+441+4+4414fIJ+t+41444+r+tIf+++f
Cat 4BS US CA EC UK
(a) (b) (S-h)(G-h)1) (S-h)(G-h)1)
3.32 0.29 0.53 0.28 0.28 0.56
4< 0.37 0.37 0.56
0.4 0.33 0.50
0.6 0.50 0.75
(a)Singlyhousingandbasedonthesleepingpostureofcompletelyprone,
(b)Singlyhousingandbasedonthesleepingpostureoflyingbothfront
andbackontheside.
1)Grouphousing(Perches).USandEC'saresinglyhousing.
Tableb Cagefloorspacefordog(mz/dog)
Dog 4BS US CA
(a) (b)
EC UK
(pen)
Beagle
12kg
15
Momgre1
3(kml)
40
70
1.0 0.80
1.3 1.13
10kg 1.5 0.80
15 1.7 1.13
20 2.0 1.33
30 2.5 1.60
30< 2.7 1.70
0.74 0.75
1.12 1.20
0.74 0.75
0.74 1.20
1.12 1.20
1.12 1.20
1.12 2.23
??????
?????
?????? ?
1)Bodyheight.
(a)Sleepingpostureforlyingbothfrontandbackontheside.
(b)Convenientcalculationforlyingthefrontportionofthe
bodyfacingdownandtherearportionontheside.
